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「高くゆっくり返球する」レセプションは勝利に貢献するか？
～レセプションにおけるボールフライト時間の長短が攻撃参加人数に与える影響～

研　　究　　発　　表

○渡辺 寿規1)，原 まなみ2)，佐藤 文彦3)

 1) 滋賀県立総合病院，2) 兵庫教育大学，3) 株式会社DELTA
キーワード： サーブレシーブ，ファーストタッチ，ワンフレームバレー，シンクロ攻撃,  数的優位性

【背　　　景】
従来、レセプションは「低い軌道で返球する」のが理
想とされてきた。しかし最近は「高くゆっくり返球する」
ファーストタッチを、チームコンセプトとして明言するＶ
リーグチームも現れている。「高くゆっくり返球する」こ
とで、多人数が攻撃参加しやすい状況を確保し、ブロック
に対する数的優位性の達成を意図していると考えられる
が、こうしたコンセプトが実際に数的優位性を生み出すか
どうかは検証されていない。

【目　　　的】
「レセプションからセットアップまでの経過時間（以下、
ボールフライトタイム (BFT)）」の長短が、攻撃参加人数
にどのような影響を与えるかを検証すること。

【方　　　法】

2014 年世界選手権男子決勝ならびに、World Cup 2015
男子大会ポーランド対アメリカ戦で繰り出されたレセプ
ションアタック 192 本を対象とし、まず BFTについて、
レセプションの「精度（Ａ～Ｃパス）」と「距離（センター
ラインから距離１～６にコートを６分割）」による、二元
配置分散分析を施行。次に「攻撃参加人数」と「シンクロ
数（1st テンポで攻撃参加した人数で４人 ( シンクロ４)・
３人 ( シンクロ３)・２人 ( シンクロ２)・１人以下 ( シンク
ロ０) に分類）」を目的変数、BFTを説明変数とする単回
帰分析を行った。

【結　　　果】

分散分析にて、「精度」（F(2,186)=18.20, p<.001）と「距
離」（F(1,186)=51.79, p<.001）いずれも主効果が認められ、
交互作用は認められなかった。多重比較の結果も含めると、
Ａパス・Ｂパスに比してＣパスで、《距離３, ４》に比して《距
離５》で、有意にBFTが長いことが判明したため、以降Ａ・
Ｂパスに限定し、《距離３, ４》と《距離５》のケースに分
けて回帰分析を行った。
その結果、《距離３, ４》のケースでのみ、BFT は攻

撃参加人数に対する有意な説明変数として認められ、β
=0.38（p<.001）であることから、BFTが長いほど人数が
増える関係性が認められた。
さらにＢパスに限定すると、攻撃参加人数・シンクロ
数いずれにおいても、BFTは有意な説明変数（β =0.65, 
p<.001）として認められた。

【考　　　察】

コート中央付近に着弾するサーブを「高くゆっくり返
球する」ことで数的優位性を確保しやすい状況が生まれ、
その恩恵は Bパスのケースほど顕著になると考えられる。
従って、同時多発位置差攻撃がＢパスからも繰り出される
カギは「高くゆっくり返球する」コンセプトにある可能性
が示唆される。また、シンクロ数が増えるほどアタック成
績がよくなる（川村ら , 2017）ことから、こうしたコンセ
プトはレセプションアタックの成績向上にも寄与する可能
性が期待される。

攻撃参加人数【距離３，４】

B パス時攻撃参加人数【距離３，４】 B パス時シンクロ数【距離３，４】
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世界トップレベルの女子バレーボールチームにおける
ファーストタッチ経過時間とセカンドタッチ経過時間がアタックの成否に及ぼす影響

○原 まなみ1)，渡辺 寿規2)，佐藤 文彦3)

1)兵庫教育大学，2)滋賀県立総合病院，3)株式会社DELTA
キーワード：1stタッチ経過時間，2ndタッチ経過時間，アタックの成否，アタック決定率

【目　　　的】
近年の日本女子バレーボールでは ,1st タッチ ･2nd タッ

チの時間短縮を課題としている . その狙いは , ブロックを
遅らせアタック決定率を高くすることである . しかし , 現
代のブロックシステムの主流はリードブロックである（田
中 1999）. リードブロックは , セットに反応し移動を開始
する技術である . そのため ,1st タッチの時間短縮がアタッ
ク決定率に影響しない可能性も考えられる . また , 渡辺
（2016）は ,2nd タッチ時間短縮がアタックの決定率には結
びつかないことを報告している . こうした先行研究より ,
本研究では 1st タッチ及び 2nd タッチの経過時間とアタッ
ク決定率の間には関連がない , という仮説を検証すること
を目的とした .

【方　　　法】
2016 年リオオリンピックバレーボール女子決勝トーナ

メントでのレセプション･アタック1041本 ,トランジショ
ン ･アタック 741 本を対象とした . まず ,1st タッチ位置や
アタックが打たれたスロットの距離による時間の違いが
分析の結果を歪める可能性がある為 ,1st タッチ位置及びス
ロットを独立変数 ,1st タッチ経過時間及び 2nd タッチ経
過時間を従属変数とした分散分析をし , その結果からコー
トの分割を行った . 次に , アタックの成否を目的変数と
し ,1st タッチ経過時間及び 2nd タッチ経過時間を説明変
数としたロジスティック回帰分析からそれぞれの経過時間
とアタック成否の関係を分析した．

【結　　　果】
コート分割は , レセプションにおいて 1st タッチ位置（奥

･中）とし , トランジションでの 1st タッチ位置のコート
の分割は無し , レセプション及びトランジションでの 2nd
タッチ経過時間（レフト ･ライト ･センター 1･ センター

2･ センター 3）とした .
経過時間とアタック成否の関係のレセプションにおいて

仮説を支持しなかった結果は , 奥 - ライト（1st タッチオッ
ズ比 （OR）:0.07, p<.05）, 中 - ライト（1st タッチ （OR）:0.33, 
p<.05）であった . その他は仮説を支持する結果だった（1st
タッチ （OR）:0.91 ～ 2072.17, n.s., 2nd タッチ （OR）:0.35
～ 3.96, n.s.）. 結果として 10 項目のうち 8項目が仮説を支
持した . トランジションにおいては , 仮説を支持しなかっ
た結果は , センター 1（2nd タッチ （OR）:0.26, p<.05）, ラ
イト（1st タッチ （OR）:2.79, p<.05, 2nd タッチ （OR）:0.44, 
p<.05）であった . その他は仮説を支持する結果だった（1st
タッチ経過時間（OR）:0.63 ～ 5.66, n.s., 2nd タッチ経過時
間（OR）:0.42 ～ 2.43, n.s.）. 結果として 5項目のうち 3項
目が仮説を支持した

【考　　　察】
以上の結果から , 仮説は概ね支持され ,1st タッチ経過時

間及び 2nd タッチ経過時間は経過時間の速さだけに拘る
べきではないことが示唆された .

図 1: 分割したコートで見る経過時間とアタックの結果の関係
　    （左 : レセプション , 右トランジション）

有意差なし 有意差あり
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（男子 A:50.8%, B:44.7% C:36.3%，女子 A:43.2%, B:33.2% 
C:24.5%）だった．
ロジスティック回帰分析の結果，全てのカテゴリで B 
Pass と C Pass の効果が認められた．結果を以下の表 1と
表 2に示す．

【考　　　察】
新成功率の設定が妥当なら，オッズ比はB Pass で 0.50，
C Pass で 0.00 程度になるはずだが，本研究では各カテゴ
リで，それよりも高いオッズ比を示した．この結果は，新
成功率の計算式に疑義を呈するもので，新成功率は B・C 
Pass を低く評価している可能性が示唆された．
今後は，複数年分の記録から結果の安定性及び他の指標
との関連を検証する必要がある．

【背　　　景】
2017/18 シーズンよりVリーグのレセプションの集計方
法が変更され，新しい成功率「成功率（%）＝（（成功［優］
× 100）+（成功［良］× 50））/受数」が導入された．こ
の計算方法は，1本の［成功（良）］は［成功（優）］の半
分の価値であるという意味を持つが，この設定は妥当なの
だろうか？
本研究では，レセプションの精度がアタックの結果に及
ぼす影響を検証し，レセプション成功率の妥当性を検討す
ることを目的とした．

【方　　　法】
Vリーグ 2017/18 シーズンのレギュラーラウンドより，
レセプション・アタックを，プレミア（男子 10458 本，女
子 10927 本），チャレンジ 1（男子 10450 本，女子 8085 本），
チャレンジ 2（男子 10893 本，女子 5628 本）を分析の対
象とした．
レセプション成功（優）を A Pass，成功（良）を B 
Pass，失敗を C Pass とし，これらを説明変数，アタック
の結果（得点（1）, 非得点（0））を目的変数としたロジス
ティック回帰分析を行った．説明変数のA Passには（0,0），
B Pass には（1,0），C Pass には（0,1）のダミー変数をあてた．
データは，V リーグオフィシャルサイトの V ス
コ ア よ り 収 集 し， 分 析 に は R 3.0.1 for Windows R 
Commander1.9-6 を使用した．

【結　　　果】
各カテゴリでのA・B・C Pass でのアタック決定率は，
プレミア（男子A:56.4%, B:51.3% C:41.5%，女子 A:47.9%, 
B:39.8% C:30.8%），チャレンジ 1（男子 A:52.6%, B:48.4% 
C:39.8%，女子 A:43.8%, B:35.8% C:27.2%），チャレンジ 2

新・レセプション成功率の妥当性の検討
A・B・C　Passとレセプション・アタックとの関係から

○佐藤 文彦
株式会社DELTA

キーワード：レセプション成功率，サーブレシーブ，Vリーグ
Japan Volleyball information System :JVIS

表 1　 ロジスティック回帰分析の結果（男子）
オッズ比 信頼区間

P B Pass 0.81 0.74 ～ 0.89
C Pass 0.55 0.50 ～ 0.60

C1 B Pass 0.84 0.77 ～ 0.92
C Pass 0.60 0.54 ～ 0.66

C2 B Pass 0.78 0.72 ～ 0.86
C Pass 0.55 0.50 ～ 0.61

表 2　 ロジスティック回帰分析の結果（女子）
オッズ比 信頼区間

P B Pass 0.72 0.66 ～ 0.79
C Pass 0.49 0.44 ～ 0.53

C1 B Pass 0.71 0.64 ～ 0.80
C Pass 0.48 0.43 ～ 0.54

C2 B Pass 0.65 0.57 ～ 0.74
C Pass 0.43 0.37 ～ 0.49
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【背　　　景】
サーブの目的は「相手のファーストサイドアウト率を低

下させるきっかけをつくること」である。Ａパスを返され
ても、レセプションアタックを封じる戦術的なサーブが打
てれば、勝利に貢献する効果的なサーブと呼ぶことができ
る。吉田ら（2014）は、サーブの軌道とセットの配球頻度
との関係を分析しているが、実際のゲームでのサーブ効果
は検証されていない

【目　　　的】
世界男子トップチームがどのようなサーブ戦術を採用し

ているかを確認し、その効果を検証すること。

【方　　　法】
2015 年ワールドカップ男子のポーランド対アメリカ戦

を対象に、サーブの種類、軌道、サーブの結果、レセプショ
ン側６人の守備隊形、レセプション返球位置、レセプショ
ンアタックに参加した全アタッカーの助走経路とテンポ、
アタックの結果を記録。レセプション成功率と攻撃参加人
数ならびに攻撃パターンと、1st サイドアウト率との関係
を検証した。

【結　　　果】
アメリカはＳ３, ４で、ポーランドはＳ６において、レ

セプション成功率が低くないにも関わらず、1st サイドア
ウト率を低く抑えられていた。アメリカのＳ３に対する
ポーランドのサーブを見ると、３, ４セットにおいてゾー
ン５へサーブが集中して着弾しており（図１）、Ｓ４に対
してはゾーン５, ６へ集中して着弾していた。それらの着
弾点からは、それぞれ前衛ＷＳの 1st tempo での攻撃参加
の妨害や、後衛ＷＳによる bic を妨害する意図がうかがえ
た。
ポーランドのＳ６に対するアメリカのサーブを見ると、

サーブの軌道 , 着弾点に一定の傾向はみられず、サーバー
ごとに見てもバラバラであった。また、連続サービスエー
スの場面を見ても、同じサーバーが１本ごとに全く異なる
位置へスパイクサーブを放っており、特定の選手や位置を

サーブコースとその後の攻撃から見るサーブ戦術の考察
～2015ワールドカップ男子　ポーランド対アメリカから～

○百生 剣太1)，北口 剛一2)
1)Kouken株式会社，2)有限会社アポロ電気工事商会

キーワード：サーブ戦術，サーブコース，ファーストサイドアウト，ブレイク

狙っているわけではないと考えられた。

図1　ポーランドサーブの軌道 , 着弾点　対Ｓ３（3,4セット

【考　　　察】
ポーランドのサーブ戦術：吉田ら（2014）によると、ロー

テーションによってレセプションアタックにおけるセット
配分が有意に変化する。
ポーランドのサーブ戦術は、前衛ＷＳの 1st tempo によ

る攻撃参加、後衛ＷＳの bic を妨害する効果を狙っており、
それらの戦術が機能した結果、Ｓ３, ４において、例えレ
セプションが返されたとしても 1st サイドアウト率を下げ
ることに成功したと考えられる。
アメリカのサーブ戦術：今大会、ベストサーバーランキ

ング上位 12 人中 4 人にアメリカ選手が名を連ね、チーム
ランキングでは 1位を獲得。また、唯一ポーランドの 1st
サイドアウト率を低く抑えることに成功したＳ６において
もサーブ軌道,着弾点に一定の傾向が見られないことから、
この試合におけるアメリカのサーブ戦術は、特定の選手や
場所を狙うのではなく、今大会好調だったサーブの威力そ
のもので勝負していたと考えられる。
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【背　　　景】
サーブの目的は「相手のファーストサイドアウト（以下、
1stSO）率を低下させるきっかけを作ること」である。Ａ
パスを返されても、レセプション（以下、Recp）アタッ
クを封じる戦術的なサーブが打てれば勝利に貢献する効果
的なサーブと呼ぶことができる。吉田ら（2014）は、サー
ブの軌道とセットの配球頻度との関係を分析しているが、
実際のゲームでのサーブの効果は検証されていない

【目　　　的】
世界女子トップチームがどのようなサーブ戦術を採用し
ているかを確認し、その効果を検証すること。

【方　　　法】
2016 年リオ五輪女子決勝の中国対セルビア戦を対象
に、サーブの種類、軌道、結果、Recp 側 6 人の守備隊形、
Recp 返球位置、Recp アタックに参加した全アタッカーの
助走経路とテンポ、アタックの結果を記録。Recp 成功率、
攻撃参加人数、攻撃パターンと、1stSO 率との関係を検証
した。

【結　　　果】
両チームともに、Recp 成功率が高いローテーションで
も 1stSO 率が低い傾向がみられた。これは相手のRecp 成
功率が示す以上に 1stSO を抑える為のサーブ戦術を遂行
した可能性が考えられる。中国のサーブは、Recp ポジショ
ンが同じであればサーバーが変わってもほぼ同じ場所を
狙っているサーブ軌道及び着弾点でありサーブの軌道及び
着弾点をチーム戦術として統一している可能性が示唆され
た。セルビアは S2S6 時において、Recp 成功率が高くて
も 1stSO を奪えておらず、S2S6 時における中国のサーブ
軌道及び着弾点からはアタッカーの攻撃参加を遅らせる意
図が伺えた。セルビアのサーブ軌道及び着弾点は、Recp
ポジションごとに統一されておらず、リベロが動かずに正
面でRecp したサーブはRecp 本数全 75 本のうち 1本しか
ない為、リベロを避けてサーブを打つという戦術を遂行し
ていた可能性が示唆された。

サーブコースとその後の攻撃から見るサーブ戦術の考察
～2016年リオオリンピック女子決勝　中国対セルビアから～

○北口 剛一1)，百生 剣太2)

1)有限会社アポロ電気工事商会，2)KouKen株式会社
キーワード：サーブ戦術，サーブコース，ファーストサイドアウト，ブレイク

【考　　　察】
中国のサーブ戦術：吉田ら（2014）の先行研究によれば、
サーブ軌道により Recp アタックにおけるセット配分が有
意に変化する。中国のサーブ戦術は、前衛アタッカーやビッ
クの助走路を妨害する効果を狙っておりサーブ戦術が機能
した結果、S2S6 においてA・Bパスがたとえ返球されても、
セルビアの 1stSO 率を抑えることに成功していた、と推
測される。セルビアのサーブ戦術：Recp ポジションごと
に決まった場所や選手を狙うのではなく、単にリベロに取
らせまいというリベロ以外の選手を狙った個人技としての
サーブであった為、臨機応変に Recp フォーメーションを
変えるなどの対応策を取った中国相手には、本試合を通し
て通用しなかった可能性が考えられる。

中国のサーブ軌道と着弾点　S6
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【目　　　的】
本研究では、リオ五輪で金メダルに輝いた中国女子チー

ムの躍進の背景にある戦術面でのアップデートを検証する
ことを目的とした。

【方　　　法】
2014 年世界選手権決勝と 2016 年リオ五輪決勝トーナメ

ント３試合（準々決勝・準決勝・決勝）の中国女子チーム
について、以下の項目を記録し比較検討した。オフェンス
ではレセプションアタックとトランジションアタックを対
象に、アタッカーの助走テンポとファーストタッチの返球
位置を記録した。次に、攻撃に参加したアタッカー人数と、
助走テンポで攻撃パターンを分類した。この攻撃パターン
毎に、出現頻度とアタック決定率・失点率・効果率、ファー
ストタッチの返球位置の分布を比較した。ディフェンスで
は、相手のレセプションアタックに対して、セットアップ
のタイミングのブロッカーが構えるスロット位置から、ブ
ロックシフトのパターンを分類した。次に、ブロッカーの
ステップを記録し、最後にボールヒットのタイミングで、
ブロッカーとディガーの位置関係を検証した。

【結果および考察】

（１）「時間差攻撃」から「シンクロ攻撃」へ
2014 年から 2016 年にかけ、３人参加が基本は変わって

いなかった。しかし、攻撃参加人数がアタック成績に及ぼ
す影響は異なっていた（図 1）。これは攻撃参加するサイ
ドアタッカーの助走動作が変化し（2nd テンポから 1st テ
ンポへ）、シンクロ遂行率の高まりが寄与していると考え
らえる。

（２）「Ａパスだけ」から「Ｂパスでも」へ
攻撃参加３人の遂行は、2014 ではＡパス範囲のみで、

2016 ではＢパス範囲までと広がっていた。つまり、2016
ではＡパス依存ではないことが示唆された。また、2016
ではＢパスが「in system」となったことで、結果として
シンクロ遂行率の増加に寄与していると考えられる。

（３）「カニさん」から「スイング」へ
2014 年世界選手権女子大会の上位４チームは「中国を

除いてスイングブロックが浸透していた」と報告（FIVB，
2014）していたが、2016 ではポジションに関わらず、世
界標準であるスイングブロックがチームのコンセプトとし
て、徹底されていることが示唆された。

（４）「ボックス」から「ペリミター」へ
ボックス＆オフブロッカーマンアップから、ペリミター

での対応に変化していることが示唆された。これはスイン
グブロックが標準化され、バンチリードと合わせトータル
ディフェンスを機能させようとした結果、ディガーのポジ
ショニングも変化したことが影響していると考えられる。

中国女子のリオ五輪金メダル獲得の理由を戦術面から検証する
～「２mの長身選手がいたから優勝した」は本当なのか？～

○縄田 亮太1)，渡辺 寿規2)

1)愛知教育大学，2)滋賀県立総合病院
キーワード：中国，リオ五輪，戦術，アップデート

図1　攻撃参加人数別のアタック効果率
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【目　　　的】
本研究では、競技レベルの異なったカテゴリーのチーム
を対象にゲーム分析を行った。連続得点の発生回数、タイ
ミングなどに着目し、ゲーム分析プログラムの開発の資料
と得ることを研究の目的とした。

【方　　　法】
関東大学バレーボール 3部所属の I 大学と Vチャレン
ジリーグの所属のTUSを対象とした。I大学は独自のシー
トを用い得点チャート等を記入、TUS はゲーム分析ソフ
ト「ITVOLLY」を用い、ボールの座標等を記入し分析を
行った。

【結　　　果】
表 1 は両チームの連続得点の割合を示している。2 点
連続得点は 3.7％、3 点連続得点は 4.9％の差が表れ、4点
以上では、6.2％とより大きい連続得点になるとチーム間
で差が大きくなった。3点連続得点と 4点以上連続得点を
合わせて比較すると、I 大学は 20％近い値なのに対して
TUSは 10％未満を表した。
図 1は I 大学の 2点連続得点（以下 2点）と 3点以上の
連続得点（以下 3点）を組み合わせによる勝率である。3
点が 2回の発生時では、50％以上の勝率の回数が表れた。
3点が 3回の発生でどのグラフでも勝率が 50％以上を表し
た。3点 4 回以上の発生では高い勝率を表しているが、負
けるセットがあることも表れた。図 2は、TUS の 2 点と
3 点を組み合わせによる勝率である。I 大学と異なり、3
点が 0回であっても勝利したセットが表れた。3点が 2回
の発生では 2点の回数の増加と勝率の上昇傾向が表れた
が、3回以降は上昇せず勝率は 50％で停滞した。3点が 3
回の発生ではどの項目でも勝率が 50％以上を表し、100％
の勝率を表す発生回数も見られた。

【ま　と　め】
連続得点の発生回数の差ではなく、連続点数の大きさが
カテゴリーによって異なると示唆する。
連続得点の発生割合では差が見られたが 2点よりも 3点
の方がより強い相関が両チームともに表れ 2点と 3点の組
み合わせた勝率では 3点の発生回数が 2回か 3回かで大き
く勝率に影響するのにカテゴリーで違いがないと考える。

バレーボールにおける連続得失点に着目したゲーム分析

〇勝本 真太郎
茨城大学大学院

キーワード：バレーボール，ゲーム分析，連続得失点

表 1　チーム別単得点と連続得点の発生割合

図 1　2点と 3点による勝利率（I 大学）

図 2　2点と 3点による勝利率（TUS）
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【測 定 結 果】
今回は，セルビア対中国（2016 リオオリンピック女子

決勝）の「中国チームのレセプションアタック時のトラッ
キング」，「中国チームのリベロの姿勢を含めたトラッキン
グ（頭のトラッキング）」を試みた．図 1にレセプション
アタックのときの選手の軌跡を示し，図 2にリベロの軌跡
を示す．

【考　　　察】
かなりの部分が手作業であり，全自動とは言いがたいが，

コート上の位置精度については，高価なシステムと比べて
も，実用上問題ないトラッキングデータが得られた．この
アプローチであれば，安価にシステムを実現でき，全ての
カテゴリで利用可能であろう．全選手の位置情報の時間推
移を記録できれば，将来的には，チーム戦術の定量評価へ
の可能性に繋がると考えられる．

【結　　　言】
本研究では，1台の定点カメラを用いて選手のトラッキ

ングを実現し，満足できるコート上の位置情報を得ること
ができた．

【序　　　論】
現在，データ分析ソフトウェアの主流である「データバ

レー」は，ボールタッチという出来事（イベント）ごとに
時間と選手の位置を記録する「イベントドリブン型手動ト
ラッキング（位置履歴追跡）システム」と言える．しかし
ながら，ゲーム分析には，「オフザボールの選手の動き」
も重要であり，そのためには，全ての選手をトラッキング
する必要がある．サッカー，野球，バスケットなどのトッ
プリーグでは，「選手とボールをトラッキングすること」
が，ゲーム分析のみならず，ファンサービス，マーケッティ
ングの観点からも不可欠だと認識されつつあるが，バレー
ボールは後塵を拝する状態かもしれない．一方，トップカ
テゴリ以外の状況を考えると，全ての競技でトラッキング
が導入されているとはいえない．そこで本研究では，１台
の定点カメラとフリーソフトを用いたトラッキングを提案
し，安価なシステム構築の可能性を検討する
． 【手　　　順】
手順を以下に示す．
（1）フリーソフトであるKinovea を利用し，コート上
の基準点を画像上の２次元座標として取得する，　（2）２
次元 DLT 法を用いて「現実のコート上の位置」と「画
像上の位置」の関係式を構築する，　（3） Kinovea を用い
て，選手の左右のシューズの画像上の点の軌跡を取得する，　
（4）左右のシューズの中点を選手の位置とみなし，コート
上の位置へ変換する．
この方法では高さ方向の位置は取得できない．精度的に

問題はあるが，「頭は選手の真上にある」と考えると，投
資投影の 1点消失点を用いて「選手の頭の位置」も計算で
きる．

1台の定点カメラを用いた選手のトラッキングシステムの検討
Discussion about player tracking system using one fixed-point camera

○三村 泰成
鶴岡高専

キーワード：１台の定点カメラ，トラッキング，Kinovea，DLT法，透視投影

図 1　レセプションアタック時の選手の軌跡

図 2　リベロの軌跡（頭の位置）
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【目　　　的】
本研究では、「誰でも簡単に使えるネット設営支援器具」
をコンセプトに、使用者の競技経験の度合いや競技規則の
認識度を問わず、上記の需要をできるだけ多く兼ね備えた
実用的な支援器具開発を行うことを目的としている。個人
レベルで所持でき、小型かつ持ち運びが容易な形状の器具
を作り出すことを目指す。

【方　　　法】
既存のネットスケールよりも機能的で小型であることを目
指し、まず付帯する機能として「サイドバンドの設置補助」
に重点を置いた。事前の調査で、多くの競技役員がサイド
バンドをサイドライン上に誤差なく正確に取り付けることに
労力を割いていることがわかった。その設置方法は地域に
よって様々な方法が用いられているようだが、主に①目視、
②ネットスケールを使用、③下げ振りを使用、④スチールメ
ジャーを使用、⑤レーザー照射を使用、といった方法が確
認されている。まずは、これらの方法を用いたサイドバンド
の取り付けを行い、これまでに国際大会やVリーグでコー
ト設営を行った経験を多く有しているJVA公認審判員の監
修のもとに、その利便性と正確性について検証を行った。
なお、ネット・支柱などの用具類は、すべて㈱セノー社製の
JVA公認品を使用している。この結果、用いられる方法に
よってサイドバンドの取り付けにかかる時間だけでも大きな
違いが生じた。また、取り付けられたサイドバンドの位置に
おいて、正確性が確保されているのかどうかも、方法によっ
ては疑問がある。以下に、設置方法ごとのメリット・デメリッ
トをまとめ、比較を行った（表 1）。

これらの比較から、「器具の垂直性を保ちつつ高さを計測
できる」タイプのものが最も機能的であるとの結論に至った。

コート設営における支援器具開発の試みに関する研究

○水野 琳也，高野 修
サレジオ工業高等専門学校

キーワード：コート設営，ネット計測

【最終提案】
上記の条件を満たす測定器具としてタジマツール製「ス
トレイター」が存在する。しかし、これまでに多くの競技
会で使用されてきたものの現在は廃盤であり、また持ち運
びが困難な点から本研究ではこの機能をコンパクトにまと
めた器具の制作を目指した。
そこで、内寸を測定できるコンベックスタイプのスチー
ルメジャーに着目し、STANLEY USA社製のメジャーに
改良を加え、コート設営のあらゆる点で使用することがで
きる補助器具を制作した。併せて、同器具のマニュアル的
な用途も含めて競技規則の知識が浅い人でもコート作りが
できる冊子を作成している（図 1）。

メジャーはストレイター同様に水平器を内蔵しており、
床面にビニールテープで固定して使用することによって安
定した垂直性を保てる。また、目盛部分もコート破線部に
対応した色分けがなされており、破線の寸法が分からなく
てもラインをカットできる。さらに、複数個を組み合わせ
て使用することによって、ネット中央・両端の高さのバラ
ンスを随時確認しながら設営を行えたり、ラインが引かれ
ていない競技場でガイド両端に置くことでラインテープ敷
設時のブレを防止する用途に用いることもできる。

【ま　と　め】
実際に高専生に公式戦で提案物を用いながらコート設営
を行ってもらったところ、大会審判員から競技規則通りに
設営ができているとの評価が得られた。バレーボール用品
を制作しているデザイン事務所からも本研究の成果につい
て関心を示されており、今後競技会運営の一助となるよう
な製品の開発に結び付く提案ができたと言える。

表1　さまざまなサイドバンド設置方法のメリット・デメリット

図1　最終提案物
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【研究の目的】 
日本の大学スポーツは転換期を迎えており、国内の大学

スポーツの関連団体を統括する「日本版NCAA」を 2018
年度中に創設する動向にある（2017：文部科学省）。
そのような状況下で、大学の女子バレーボールリーグ戦

について概観すると、学業との両立、学連学生の負担、公
共施設の使用料、メディアへの露出、プロモーションなど
諸問題が山積している。
そこで本研究は、大学女子のバレーボールリーグ戦が全

試合ライブ中継され、時には 20000 人を超す動員を誇る
フィリピンに着目し、その魅力を探る調査を行うことで、
大学スポーツの在り方について新しい知見を得ることを目
的とする。

【研究の内容】
1．フィリピンの大学女子バレーボールリーグ戦に関連す

る基礎的な事項の整理。
2．フィリピンの関係者 ( 大学の監督・コーチ ) へのインタ

ビュー調査。
3．観戦者数について、日本の V・プレミアリーグ女子
（2017/18）、フィリピンの女子プロリーグ（PSL2017）、
大学リーグ戦の UAAP78（2016）、UAAP79（2017）
間で比較を行う。

【分析・結果】
1．UAAPについて
フィリピンのマニラに所在する大学のスポーツ大会は、

主に UAAP (The University Athletic Association of the 
Philippines) と NCAA (The National Collegiate Athletic 
Association) によって運営される。UAAP は 1938 年設立
され、現在は 8大学が加盟し、毎年様々な種目で競われる。
2．バレーボールリーグ戦の運営について
試合は水曜、土曜、日曜に開催し、土日の連戦は組まれ

ない。男女が各 2試合を同一体育館で行い、男子の試合設
定時間が午前8時と10時、女子が午後14時と16時である。
女子の試合はすべてライブ中継される。
3．インタビュー調査より
2018 年の 2月 17 日～ 21 日に実施した。被験者はDe la 

Salle University コーチ、Ateneo de Manila University 監
督、University of the Philippines 監督の 3 名である。調

フィリピンの大学女子バレーボールリーグ戦に関する研究
～観客20,000人を動員するリーグ戦の魅力を探る～

○内田 和寿1)，GODFREY OWASE OKUMU2)，中嶋 大輔3)

1)京都光華女子大学，2)University of the Philippines，3)京都外国語大学
キーワード：フィリピン 大学リーグ戦（UAAP）観客20,000人

査より、以下のことが明らかになった。
＜監督・コーチが危惧していること＞
＊リーグ戦以外の試合 ( プロリーグや代表戦 ) への参加が
増え、基礎トレーニングをする期間が不十分になりつつ
ある。

＜フィリピン大学女子バレーボールの魅力＞
＊全試合テレビでライブ中継されることで、国内での認知
度が高い。

＊スター選手の登場と競技レベルの向上。女性のトップア
スリートモデル。子どもたちにとってあこがれの存在。

＊様々な同窓会の団体による支援がある。
4．観戦者数の比較
UAAP78、UAAP79 の観戦者数が突出しており、特に

UAAP78 決勝戦は平均で 20000 人を超えている。

【考察・まとめ】
UAAP の女子バレーボールリーグ戦について、各大学

で、様々な同窓会の団体による支援が行われている。また、
大学生もプロ契約してプロリーグに参加することもできる
ため、プロチームのスポンサーからも支援が行われている。
国内トレーニングを地方で行い、子どもや高校生と交流

することで、大学のブランディングに貢献し、同時に学生
のリクルートも行っている。
日本の大学スポーツへの提言として、UAAPを参考に、

シーズン制の導入が挙げられる。オフ期に他競技を応援し
たり、スポーツ以外の活動に取り組んだりすることが、人
的ネットワークの拡充とライフスキルの向上につながるの
である。
また、愛校心・帰属心を育むことも大学のスポーツ活動

に重要であることが示唆された。

表 1　Ｖ - プレミア /PSL/UAAP78/UAAP79 間の比較
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【背景・目的】
日本のシニア代表は、戦術面で世界の後塵を拝している。
一方、育成世代の指導法も、高圧的で画一的な「型ハメ」
練習が受け継がれ、「アスリート・センタード」の面で世
界から遅れをとっている。育成世代のこうした指導法が、
トップカテゴリにおける成績不振を生み出す要因となって
いるのではないかという仮説のもと、コーチングに関する
最近の知見を積極的に取り入れ、世界トップの戦術やスキ
ルを意識した育成実践を行うことで、育成指導のあるべき
方向性を模索した。

【方　　　法】
バレー部のない中学校で男子バレー部を立ち上げ、入部
した初心者中学生７人を対象に以下のような指導方針に基
づき部活動を実践。約２年３ヶ月の活動における指導計画、
実践内容と、それに伴う選手の変容を記録した。
① 週休２日、長期休養も確保した練習計画
② ポジションの分業を極力おさえたオールラウンドな育成
③ 分習法偏重のスモールステップから脱却し、全習法や
ゲームライク練習を重視

④ 世界のプレー映像やホワイトボードの活用、座学ミー
ティングを積極的に活用

⑤「型ハメ」の指導から脱却し、個のパフォーマンスを重視
⑥ 画一的な練習メニューではなく、習熟度別や課題別を
並行させた練習計画

⑦ 合同練習会、指導者研修を積極的に主催し、指導者の
多様な考え方に触れさせる

⑧ ブロックの基本をリードブロックとする等。

【結　　　果】
指導開始後約２年間は、上達をなかなか実感できず、暗
中模索の日々が続いた。スキルの習得は各人でスピードが
異なり、習得プロセスも個人によって様々な過程がみられ
たが、最後の数ヶ月で急速な上達がみられ、旧来の指導法

を行わずともそれと遜色ない程度に各スキルは上達が得ら
れた。特にサーブとブロックを軸に指導することで、スキ
ルの粗さが目立つ段階でもバレーボールらしいゲームがで
き、選手のモチベーション維持にもつながった。一方、オー
バーワークや故障はほぼ皆無であった。

【考　　　察】
未だに多くの指導者が、分習法で進めるスモールステッ
プや大会戦績などで得られる、目に見える結果や成果が出
ないとモチベーションが維持しづらいと考えている。
ゲームライク練習は、ただやらせるのではなく、ゲーム
ライクによって明らかとなる個人やチームの課題を、解決
するために必要な練習をフィードバックとして行えば、ス
キルとゲームセンスは着実に向上することが、実践を通し
て確認できた。「確実に勝つこと」以上に「全員が確実に
育つ」ことを重視する育成指導は、練習効果は実感しづら
いが、２年以上の時間をかけることで、チームとしての競
技力が向上するだけでなく、上位カテゴリへの橋渡しとな
るスキルや思考を育てることが可能であると考えられ、育
成世代においては、こうした指導法こそが今後のあるべき
姿と考える（図１参照）。

育成世代におけるこれからのあるべき指導の考察
～日本バレーの今日的課題の解決を意識した初心者指導の実践から～

○杉山 哲平 1)，笠巻 一倫 2)

1) 札幌市立あやめ野中学校，2) 北名古屋市立師勝中学校
キーワード：指導者養成，練習プログラム，育成，将来性，一貫指導

図 1　求められる育成による成長イメージ
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【目　　　的】
大学における全 15 回の体育実技（バレーボール）の授

業において、授業と宿題を反転させた「反転授業」と共に、
遅延再生およびハイスピードカメラという ITを活用した
授業を実践し、それらの効果について検討することを目的
とした。

【方　　　法】
中学・高校教諭免許状（保健体育）の取得を目指す学生

（男子 27 名、女子 9名、計 36 名）を対象として、バレーボー
ルの歴史、競技特性、ルール、基本技術（パス、トス、ス
パイク、サーブ、レセプション、ディグ）、ポジション（セッ
ター、アタッカー、ブロッカー、リベロ）、審判法、試合
運営、フォーメーション、攻撃の種類といった内容を含む
バレーボールの体育実技授業を実施した。反転授業は、次
回の授業内容に関する教材を作成して受講生へ事前に提供
し、授業時間外に課題として学習させるという形で実施し、
毎回の実技開始前に課題の理解度を確認するためのテスト
を実施した。加えて、授業中は動画の遅延再生やハイスピー
ドカメラを使用し、即時的なフォームのフィードバックや
改善のアドバイスを行った。また、最終回の授業において
3軸加速度計を使用して学生 5名の身体加速度を測定する
と共に、アンケートによって反転授業の課題に関する時間、
量、分かりやすさ、有効性、確認テストの問題量などにつ
いて受講者の意見を収集し分析した。

【結　　　果】
試合中の全被験者における身体加速度（平均±標準偏

差）は 10.38 ± 3.33m/sec2 であった。アンケート結果より、
授業時間外学習に要した時間は 8.62 ± 8.53 時間であった。
また 2016 年の通常授業と 2017 年の反転授業を比較する
と、週あたりの授業時間外での学習時間は 2016 年に比べ
て 2017 年で有意（p < 0.01）に増加していた（図 1）。さ
らに、課題の量や分かりやすさに関する回答は概ね良好で
あり、課題や確認テストの授業への有効性においても肯定
的な結果が多数であった。

大学における体育実技（バレーボール）の反転授業およびIT活用の実践

○村本 名史，高根 信吾，瀧澤 寛路
常葉大学

キーワード：反転授業，体育，バレーボール，IT

【考　　　察】
身体加速度は、先行研究における一般大学生の体育実技

（バレーボール）の値と同様の値であったことから、通常
のバレーボール授業と同程度の力学的運動強度は反転授業
を取り入れても確保できたと考えられる。また、課題の量
や内容が概ね適切であった本研究のような場合であれば、
反転授業の導入によってバレーボールの実技授業において
も、授業時間外での学習時間を増加させることが可能であ
ると考えられる。

【結　　　論】
体育実技（バレーボール）へ反転授業と ITを活用した

授業を実践した結果、運動強度を低下させること無く、授
業時間外での学習時間を増加させることが可能であること
が推察された。

5: 2 時間以上、4: 1 時間以上 2時間未満、3: 30 分以上 1時間未満、
2: 30 分未満、1: 全くしていない **: p < 0.01

図1　週あたりの授業時間外での平均学習時間（回答の平均と標準偏差）
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【目　　　的】
スポーツ現場での選手のスキル向上には、監督やコーチ
の指導は非常に重要であるが、選手同士でのアドバイスも
重要である。先行研究では個人スキルの指導を行う際に指
導者の視線が実際にどのように移動しているのか、選手に
おいてもどのポイントを見ているのかについては明らかに
なっていない。選手もいずれは指導者になる者も多く、客
観的に各プレーの個人スキルを観察した場合、どこのポイ
ントに注目しているのかを明らかにすることは意義ある研
究課題である。本研究では、客観的にブロックに関するス
キルを観察した場合、どのポイントに注目しているのかと
いう着目点を明らかにすることを目的とする。

【方　　　法】
被験者はバレーボールを専門とする大学生 8名で、平均
年齢は 21.5 ± 0.5 歳、競技歴は平均 11.2 ± 1.1 年であった。
作成した映像は、相手コートにセッター、レフト、ライト、
ミドル（Ａクイック）にそれぞれスパイカーを配置した。
自チームにはブロッカー 3人のみ配置し、相手スパイクに
対してのブロック動作を後方から撮影したものである。相
手コートの各ポジションから１本ずつ計３本の攻撃に対し
てブロックを行い、この映像をアイマークレコーダーアク
タス（ｎａｃ社）の刺激呈示用ディスプレイに流し、被験
者に映像を観察させ、アイマークレコーダー分析ソフト、
dStream2 にて視線行動を分析した。被験者には上記の映
像を 2回観察させた。一回目はブロッカー 3人に対してア
ドバイスや助言するポイントを見つけて下さいと伝え、観
察させた。2回目は個人スキルの観察として、ミドルブロッ
カーのみに注目し、アドバイスや助言のポイントを見つけ
て下さいと伝え観察をさせた。動画観察が終わった後、１
回目と２回目の映像についてのアドバイスや助言のポイン
トを、自由記述させた。

【結　　　果】
被験者 8人のブロッカー 3人に対する総注視割合は、上
半身 6.51％± 2.23％，下半身 1.83％± 2.1％，腕 0.26％±
0.27％であった。2回目のミドルブロッカーのみの観察に
おいては、上半身 9.06％± 2.79％，下半身 1.67％± 2.55％，
腕 0.40％± 0.42％であった。

○中田 学，河村 剛光
順天堂大学

キーワード：バレーボール，視線，個人スキル，アイマークレコーダー

バレーボールにおける個人スキルの動作観察に関する視線研究

【考察・まとめ】
ブロックは下半身、足のステップも重要であるが、大半
の選手が上半身を中心に視線を移動させており、下半身に
注目している選手はわずかであった。指導者には下半身の
ステップに関しても重視する指導者も多く、常に指導を
行っている指導者の視線行動はまた違う結果になることが
予想される。今後は指導者の視線行動についても明らかに
していく予定である。

図２　それぞれの注視時間割合の平均値

図１　自由記述の内容について

1回目の映像（ブロッカー3人） 2回目の映像（個人スキル）
・最初の時点でハンズアップしていない
・ジャンプが流れている
・ブロックの構えをしていない
・ブロッカー同士の間を詰める
・ブロックの寄りを速くする
・膝を曲げて構える
・手のひらの向け方
・オフブロッカーのフォローが悪い
・ボールに向かってブロックをしに行っているか
・両サイドの選手が、クイックブロックの時
に手だけで行こうとしてしまっている

・攻撃に対して、サイドブロッカーが早い段
階で外に開いてしまっている

・ジャンプが流れている
・間を詰めに行き過ぎてクロスに空きすぎ
ている

・手と手の間が広い
・クイックに対しての位置取りが悪い
・移動も早く、手の形がきれいだった
・膝を曲げておくことで早く飛ぶ
・下半身は低く構える
・ライトに対してワンテンポ遅れている
・移動が遅れてしまって時に手だけで間を詰
めようとしてしまっている

・クイックブロックに対してタメが大きい
・サイドに上がった時に歩幅が狭い
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【背景と目的】
バレーボールの技術は習得が難しい（運動の特殊性）。

さらに近年では、データバレーなど統計的なデータを基に
戦術やトレーニングを計画している（戦術の緻密化）。し
たがって、バレーボールの指導者は正確に情報を伝える能
力が求められる。そこで本研究では、指導現場で多く使用
されている言語教示（言葉による指導）に着目し、指導を
行う際に有効な情報の提示方法を検討した。なお、本研究
では運動能力による個人差を抑制するため、描画による実
験を用いている。

【対象と方法】
実験は、A大学の教養セミナーを受講する学生 120 名

を対象に、条件の異なる 4つの群を設定し、情報の伝達度
を検討するための描画テストを行った。課題では、図形の
数を課題困難度とし、第三者（10 名）による評価により
得点化した。描画テストの得点は、言語教示 ( 対応なし：
4水準 ) ×課題 ( 対応あり：3水準 ) の二元配置分散分析を
行った。分析は SPSS（IBM SPSS Ver.23）を用いた。

【結　　　果】
描画テストにおいて、課題 1と課題 2では、イメージ言

語教示群（言語的イメージを付与後、課題達成に必要な動
作のみ）が最も高い得点を示し、次いで詳細言語教示群（課
題達成に必要な動作を詳細に指示）が高い得点を示した。
互いの得点の間には有意な差がなかった。簡潔言語教示群
（課題達成に必要な動作と指示）は、イメージ言語教示群
と詳細言語教示群に比べ有意に低い得点を示した。最も低
い得点は単純言語教示群（課題達成に必要な動作のみ）で
あり、簡潔言語教示群よりも有意に低かった。課題 3では、
有意な差はなかったが、イメージ言語教示群の得点が詳細
言語教示群よりも低い得点を示し、他の課題と比べ得点が
逆転していた。簡潔言語教示群は、イメージ言語教示群と
詳細言語教示群に比べ有意に低い得点を示した。最も低い
得点は単純言語教示群であり、簡潔言語教示群よりも有意
に低かった。

【考　　　察】
課題 1、課題 2では、先行するイメージが有効であるこ

とが示唆され、課題 3では、詳細な指示が有効であること
が示唆された。共に高い得点を示していたことから、イメー
ジ言語教示においては、先行するイメージがあることで、
少ない情報を効率的に処理できたと推察される。運動技術
の言語教示は簡潔、最小限であることが望ましいことや、
完成図となるイメージがパフォーマンスに影響を与えてい
たことからも、運動の詳細な説明は難しいため、イメージ
言語教示の有効性が示唆された。

【結　　　論】
先にイメージを提示した後、課題に応じた情報を提示す

ることで、情報は的確に伝達され、パフォーマンスを向上
することができる。但し、複雑性の高い運動やイメージ想
起が困難な運動では、先行するイメージに加え、課題に応
じた情報を補足しなければならない。

イメージがパフォーマンスに及ぼす影響

〇安藤 健太郎
愛知学院大学

キーワード：コミュニケーション，イメージ，コーチング

図１　課題別の特典の平均
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【 は　じ　め　に 】
上体の体幹から伸びる肩や腕、手のバイオメカニクスは未知

の領域であった。骨格筋を屈伸、回旋という観点から人の体を
「から竿」に例えるとそれらは運動量の保存から上体では回旋
主体で機能していると考えられる。屈伸は「力」を司るのに対し、
回旋は「バランス」「敏捷性」「反射」などを司っている。回旋
回転の組み合わせや回転軸の機能分析を試みる。

【 トルクと平衡性 】
トルクは肩関節では内旋が高く、肘関節では回外が高いこ
とが知られている。平衡性を閉眼片足立ちで調査すると、回
旋回転しない時に比べ内旋回外では、伸び率 125 ～ 539％、
平均 251％（n=30）の結果が得られた。肩関節は上腕が外下
にある時は内旋すると強いバランスが発生することが分かる。
肩関節がローテータカフの筋群利用で締まり剛性安定化。ま
た肘関節の回外によりさらに強いバランスを発生させることでき
る。このように自ら肩関節、肘関節を極めて剛性化し、上体全
体にヤジロベーのようなバランスをもたらすことができる。転倒
リスクをこのように技術的に大幅に低減させることができる。

【 回旋回転とハイパフォーマンス 】
平衡性は低減するが肩関節は上腕が肩より内上にある時は

内旋、内下と外上にある時は外旋するとハイパフォーマンスを
得られやすくなり、競技における様 な々運動も理解しやすくな
る。前腕は上腕と同方向から逆方向への捻りが基礎となって
いる。アンダーハンドやレシーブなどから試してみる。回旋回転
による使い方を知ることで関節と筋肉のマッチングを高め、ま
た筋肉や下体との連動も高まり、少ない筋力でも高いパフォー
マンスが取り出せるようになる。また、体幹を固めるのではなく、
肩関節、肘関節を剛性化させることによって体幹、下体を操れ
ることを知ることができる。物体の剛性化による制御方法は航
空宇宙力学などでよくみることができる。

【 手の軸と敏捷性 】
手の主要な軸は前腕の橈骨と尺骨の先端の切れ目の延長に

ある薬指であると考えられる。上腕を内旋、前腕を回内、手
を薬指を軸に内側に回転しながらしなやかに持ち上げてみる。
手は反らさないように気を付け、体幹に近いパーツから力を入
れていく（ムチ動作）。この時、腕の中に薬指を通る細い線を感
じられると良い。次に上腕は内旋したまま、前腕と手を次に重
要な人差し指を軸に回外してみる。これら二本の指は前腕と
連動した軸となっており、手は軸を入れ替えて使うことが大切

である。薬指を内転しながら腕を持ち上げると肩の高さまで敏
捷性や反射に大幅な向上がみられ、また肩より上では人差し
指を軸に外転させると敏捷性や反射に大幅な向上がみられる。
腕を小指側からしなやかに持ち上げたり下げたりして縦に８の
字を描いてみる。また、左右を往復して横の８の字を描いてみ
る。サーブやスパイクなどから試してみる。荷物だった手（と前
腕）の技術を習得することにより重心移動が分かりやすくなり、
次第に体全体の敏捷性や反射に大幅な向上がみられるように
なる。荷物が解消されてはじめて本格的な練習を始めることが
できる。

【 手の握りとリーディングアーム 】
手の握り方は一般的に鉄棒や鉄アレイを握る屈伸系の握り

は知られているが、回旋系の握りはあるだろうか。綱を引く、
得物を持つ時の握りが回旋系の握りだと考えられる。小指が
なるべく手の平の中央にくるように強く握り、薬指、中指は順に
添えて握る力は弱くなり、人差し指、親指はこれらに軽く添え
る程度である。指は曲がっているがこの時、人差し指が回外
の軸となっている。これら二つの握り方のバランスにより、上体
の屈伸系、回旋系の筋肉の働きをコントロールしているようであ
り、完全に握らずとも握りの指向性が反映されることも興味深
い。サーブやスパイクなどを打つ時に対側で試してみる。一方
を最小化することにより他方をリーディング、最大化することが
できる。

【 上体の機能的発達段階と姿勢、フォーム 】
人の成長において二足歩行を始める時は、肩関節と肘関節

は共に外側に捻り、手は内側に捻った姿勢をよく見ることがで
きる。その後、肩関節と肘関節は共に内側に捻り、手は外側
に捻った姿勢をよく見ることができ、環境に特に変化がなけれ
ばしばらくこの状態が続くようである。腕を肩より上に大きく挙
上することがなければ内旋の可動域は狭まり、このことが様々
なスポーツの障害にもなってきており、人為的な機能障害とも
言うことができるかもしれない。本来、次の発達段階では肩
関節と肘関節に相反する捻りを入れることが大切となっており、
姿勢、フォームの為にも上記の縦の８の字を歪みなくしっかり
描けるようになることが重要である。

【 ま　と　め 】
バレーボール競技は、上体の機能を理解する上でも極めて
優れた競技であり、また他球技の基礎を多く含み、改めて総
合スポーツの中心的競技ということができる。

バレーボール競技におけるバランス運動
○水原 元一

元中学指導者・他競技の指導者
キーワード：上体のバイオメカニクス，回旋回転のプロトコル，バランス，敏捷性，連動性
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【目　　　的】
バレーボールのオーバーハンドパス動作において，ボー

ルに直接触れる部位である手指の運動に着目する．そして，
バレーボールのオーバーハンドパス動作における手指の関
節角度変化，及び手指に加えられる外力を計測し，オーバー
ハンドパス中の筋腱のふるまいを推察し，手指運動を解析
する．

【計測方法】
本研究では，オーバーハンドパス中の手指の関節角度と

指先に加わる外力をデータグローブと感圧センサを用いて
計測する．本研究では 17 ～ 22 歳の健康な男性 6名に対し
計測を行った．計測方法を以下に示す．
１データグローブのキャリブレーションを行う．
２筋力のみで指が伸展する最大角度を計測する．
３データグローブと感圧センサを左手に装着した状態で、
オーバーハンドパスを行い，関節角度変化と指先に加え
られる力を計測する．

【計測結果と考察】
未経験者A，B，Cの示指と中指の筋力のみで伸展でき

る最大角度はそれぞれAが 27°，21°，Bが 21°，21°，C
が 17°，24.5°であった．経験者D，E，Fの最大角度はそ
れぞれDが 32°，29°，Eが 36°，29°，Fが 16°，10°であった．
五回ずつ計測を行い，計測された示指と中指の最大角度の
範囲はそれぞれAが 0°，2.3°～ 5.2°，Bが 0°～ 2.4°，10.8°
～ 12.44°，Cが 4.3°～ 13.1°，9.4°～ 24.7°であった．未経
験者は自身の筋力だけで指が動く最大角度以下の範囲でし
か手指を動かせていないことがわかる．経験者はDが示
指 25.5°～ 44.4°，中指 35.9°～ 46.7°，Eが示指 25.2°～ 37°，
中指 43.2°～ 64.6°，Fが示指 15.6°～ 29.2°，中指 30.4°～

44.5°であった．また，図 1に示すように外力がピークに
達してから一度下がり，再びピークに達していることが感
圧センサによって計測された．このことから，最初 3.8 秒
でのピーク値はボールに接触した時の外力であり，3.83 秒
でのピーク値はボールを押し出す時の外力であることが推
察される．ピーク値の間にある外力の値が下がっているこ
と要因は，感圧センサとボールがうまく接触していないこ
と．またはボールと手指の接触面がボールの落下方向に変
位しているのではないかと推察される．

【結　　　論】
未経験者A，B，Cにおいてオーバーハンドパス中の指

関節の最大角度はほとんどが筋力のみで伸展できる最大角
度以下となっている．それに対し，経験者D，E，Fではオー
バーハンドパス中の指関節の最大角度が筋力のみでの最大
角度を超える場合が多い．このことから，バレーボール経
験者においては、オーバーハンドパス中に筋腱が伸展して
いることが確認できるため，筋腱複合体の弾性特性を発揮
していることが推察される．

オーバーハンドパス中の手指関節角度と指先発揮力の計測

○片岡 将平，槇田 諭
佐世保工業高等専門学校

キーワード：手指の関節角度，外力，筋腱複合体の弾性特性，緩衝動作

図１　中指の関節角度と指先発揮力の変化
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【目　　　的】
セッターは主に，1．スパイカーが打ちやすいセットを
供給すること，2．相手ブロッカーに分かりづらい姿勢で
セットを行うことを同時に求められる．1．は，セットの“高
低 ”，“ 長短 ”，“ 遅速 ”，“ 緩急 ” が正確であることを指し
ており，スパイカーがセットの質に意識を取られることな
く，相手ブロッカーおよびディガーとの対決に専念できる
状態を創出することを指している．2．は，体幹を床面に
対して垂直にした状態でボールの落下点に入ること，そし
て手先が頭頂よりも上方にある姿勢を早めに作ることであ
る．この姿勢を作ることによって，セッターはどこにでも
セット可能な姿勢となり，相手ブロッカーはセットの供給
場所を予想しづらくなる（柳本，2003；藤田，2005）．
本研究は，運動の主要局面を支える準備局面に着目し，
ジャンプ・セットの準備期における動作を時間的な観点か
ら分析を行い，セッターが身に付けるべきジャンプ・セッ
トの技術として必要と考えられる要素を抽出することを目
的として行われた．

【方　　　法】
セッターポジションの選手 3名（対象者A：大学男子
日本代表正セッター，対象者 Bおよび C：関東大学 1部
リーグ上位チーム所属セッター）および関東大学 1部上位
チーム所属リベロポジションの選手 1名（対象者D）を対
象に，スロットゼロ（セリンジャー・アッカーマンブルン
ト，1993）から異なる 4方向へジャンプ・セット（ファー
ストテンポ 2 方向，セカンドテンポ 2 方向）を行った． 
試技を 3台のハイスピードカメラで撮影し，得られた映像
を動作分析ソフトでデジタイズし，分析を行った．離地前
の最後の左右脚の踏み込みからボールタッチまでを準備期
とし，本研究の分析範囲とした．分析項目は，1．準備期
の全動作時間，2．頭頂からみた手先の相対位置，3．膝関
節最大屈曲角度と出現時間，4．身体重心，手部重心の変位，
5．身体および手部重心の速度と相対速度，6．体幹傾斜角
度，7．最大跳躍高であった．

【結果&考察】
対象者Aは，他の対象者に比べて準備期の動作時間が

最も短かった．これは，踏み込み脚 1歩目時点において身
体重心および手部の重心位置が高いこと，膝関節最大屈曲
が出現する時間が早いこと，離地前に身体重心が下降する
値が小さかったことが影響していると推察された．また，
鉛直方向のＺ軸を 0度とした場合において，体幹傾斜角
度が膝関節最大屈曲の時点で 0度の値に近似していた．体
幹傾斜角度 0度が出現する時間は，対象者Aおよび Bが
最も早く，踏み込み脚 1歩目から 0.2 ～ 0.3 秒後であった．
これは，どこにでも上げられる姿勢が，離地までの間に
整えられていることを示している．対象者Aおよび Bの
手先が頭頂よりも上方にある時間の割合は約 75％であり，
膝関節最大屈曲時において，手先が頭頂よりも 0.12 ～ 0.15
ｍ上方に位置していた．この結果は，どこにでもセットを
上げられる姿勢であると共に，ゼッターランド（2017）に
よるところの，クイッカーが助走を行う際の目標物になり
うると推察された．対象者Aは，身体重心および手部重
心の速度が 4方向とも値が近似しており，よって相対速度
においても値が近似していた．

【結　　　論】
１．ジャンプ・セット動作を時間的な観点から分析するこ

とは，技術習得時において有効である
２．どの方向にセットを行う場合でも，身体，手部の重心

速度を一致させ，変化させないことで類似した動作が
可能となる

３．セッターに求められる「ノンストップの動作」は，対
象者Aの数値が基準になりうる

バレーボール男子選手におけるセット技術の研究
－準備期の動作に着目して－

○甲斐 麻見子1)，市川 智之1)，松井 泰二2)

1)早稲田大学スポーツ科学学術院スポーツ科学研究科，2)早稲田大学スポーツ科学学術院
キーワード：セッター，ジャンプ・セット，準備期，動作解析

図1　全動作時間と各フェーズの時間
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【目　　　的】
バレーボールのスパイクにおいて，助走はスパイク

ジャンプの跳躍高を有意に増加させることから (Wagner 
et al. 2009 Int J Sports Med)，スパイクの決定率を向上
させる重要な指標である．助走におけるステップの種類 
(Gutiérrez-Davila et al. 2009 J Strength Cond Res)，歩数 
(Hsieh et al. 2010 Int J Sports Sci Coach) に着目した研究
が見られるが，助走距離の全長とスパイクパフォーマンス
の関係について言及した研究はない．それゆえ，本研究の
目的は，助走距離の違いがスパイクパフォーマンスに及ぼ
す影響を調査することとした．

【方　　　法】
対象者は，大学バレーボール部に所属する男性・女性

選手各８名であった．測定は．1, 2, 3, 4 および 5mの助走
距離で行うスパイクジャンプ，垂直ジャンプ (Drop jump, 
Counter-movement jump, Squat jump)，膝関節伸展運動
による等尺性最大随意収縮 (MVC) であった．

【結　　　果】
跳躍高において，助走距離の増加に伴い男性選手は 1m

と比較して 3, 4 および 5mは有意に増加したが、女性選手
は増加しなかった (Fig. 1)．助走開始から跳躍までの時間
において，助走距離の増加に伴い男性選手，女性選手とも
に有意に増加した．跳躍中の水平重心速度において，男
性選手は増加しなかったが，女性選手は 1,2m と比較して
3, 4 および 5mは有意に増加した (Fig. 2)．垂直ジャンプ，
MVCにおいて男性選手は女性選手に比べて有意に高値を
示した．

【考　　　察】
跳躍高における男女の結果の違いには，下肢筋力の差が

影響していると考えられる．バレーボールのスパイクにお
いて，助走により獲得した水平方向推進力を接地中に垂直
方向推進力に変換し（Coleman et al. 1993 J Sports Sci），
後につく足が水平方向運動を垂直方向運動に切り替える役

割を担っている（Wagner et al. 2009 Int J Sports Med）．
垂直ジャンプ，MVCともに男性選手よりも有意に低値を
示した女性選手は，助走で得た水平方向推進力を垂直方向
推進力に変換できず，跳躍高が増加しなかったと考えられ
る．また，跳躍中の水平重心速度はボール速度に正の影響
を与えると考えられるので，女性選手は長い助走で水平重
心速度を増加させることで，より高いボール速度を獲得し
ていると考えられる．

【結　　　論】
できるだけ短い時間で，男性選手はより高い跳躍高，女

性選手はより高い跳躍中の水平重心速度を得ることができ
る 3mが最適な助走距離である．

男女バレーボール選手におけるスパイクパフォーマンスと助走距離の関係

○榎本 翔太1)，横山 榛奈2)，黒田 剛志3)，加賀 勝3)

1)兵庫教育大学大学院，2)岡山大学，3)岡山大学大学院
キーワード：キネティクス，キネマティクス，垂直ジャンプ，筋力，アタック

Fig1. スパイクジャンプの跳躍高
（□女性選手　■男性選手）

Fig2. 水平重心速度
（□女性選手　■男性選手）
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【目　　　的】
ブロックの際，スパイクの衝撃に耐えるため，空中にお
いて瞬時に体幹を中心に身体を固める必要がある．ブロッ
クにおける体幹筋の先行研究では，離地期で筋活動量が大
きく働き，空中期では小さくなると報告されている．しか
し，先行研究では空中においてブロックに外力を加えた試
技は行っておらず，ボール接触時のブロックの体幹筋活動
は明らかになっていない．そこで本研究においては，ブロッ
ク動作時に外力を加えた場合とそうでない場合の体幹筋活
動様式を明らかにすることで，基礎的な知見を得ることを
目的とした．

【方　　　法】
大学男子バレーボール部に所属する選手 10 名を対象と
し，1）垂直跳び，2）ノーステップ，3）台上ブロック，4）
台上ブロックフェイク，5）1st コミット，6）1st リード，７）
2nd の 7 種類のジャンプ試技を行った際の筋電データを測
定した．いずれの試技も移動を伴わない鉛直方向のジャン
プとした．また，被験筋は腹直筋，外腹斜筋，内腹斜筋，
脊柱起立筋，多裂筋とした．8台の赤外線カメラを使用し，
実験試技の筋電図と同期させた動作解析データを取得し，
準備期（動き出し～膝外側上顆最下点），push-off 期（膝外
側上顆最下点～離地），空中前期，空中中期，空中後期（離
地から着地までの空中局面を三分割），Landing 期（着地
～膝外側上顆最下点）の 6つに phase 分けした．7種類の
ジャンプを垂直跳び群 1），ボールタッチ有群 3）5）6）7），
ボールタッチ無群 2）4）の 3群に群分けし，各筋において，
試技と phase を因子とした二要因分散分析により比較し，
事後検定にはBonferroni 法を用い，有意水準は 5％とした．

【結果及び考察】
本結果では，腹直筋，脊柱起立筋，多裂筋の各期におけ
る試技に関する有意な単純主効果が認められた．腹直筋の
空中中期では，タッチ有はタッチ無に比べて有意に高く，
脊柱起立筋では，タッチ有及び無は垂直跳びに比べて有意
に高く活動した．これらは空中期に上肢に外乱が加わる，
または加わらずともスパイクをシャットアウトしようとす
る姿勢を制御するために体幹筋の活動量が高まったものと
考えられる（日本バレーボール協会，2017）．また，腹直

筋の Landing 期では，タッチ有はタッチ無に比べて有意
に高く，脊柱起立筋や多裂筋では，タッチ無は垂直跳び及
びタッチ有に比べて有意に高く活動した．これらは，ボー
ル接触の副次的な影響を受けていると考えられ，着地姿勢
がボールタッチ有では体幹の屈曲，ボールタッチ無では体
幹の伸展であったと推察される．

【ま　と　め】
ブロック時のボール接触は空中中期以降の体幹動作に影
響を及ぼす可能性があり，Landing 期では拮抗して体幹筋
の活動が変化したことが明らかとなった．

【今後の課題】
さらに，実践に近い状況下を想定し移動を伴うブロック
ジャンプを行った場合では測定結果が異なる可能性があ
る．

バレーボールにおけるブロック動作時の異なる条件下に着目した体幹筋活動の比較

○市川 智之1)，甲斐 麻見子1)，松井 泰二2)

1)早稲田大学スポーツ科学研究科，2)早稲田大学スポーツ科学学術院
キーワード：ブロック，体幹筋群，筋電，

図1　体幹筋群の筋活動量
【腹直筋】01

【多裂筋】02

【脊柱起立筋】03
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【目　　　的】
大学女子バレーボール選手を対象に、安静時及び運動前

後の身体・精神コンディションの特性と変化を調査し、一
過性の運動後のオーバーリーチングとオーバートレーニン
グ発症の可能性を検証した。

【方　　　法】
対象者は大学女子バレーボール部に所属する 26 名で

あった。調査は 2時間 30 分の練習前（安静時）と練習直
後に身体組成値、血液生化学検査、POMS テストを測定
した。

【結　　　果】
体重は、練習後有意に低下した。血液検査では安静時

において BG、TG低値者各 4名、Hb、Fe 低値者各 1名、
BG、UA、AST 高値者各 2 名、TC、TG、Fe 高値者各 1
名、フェリチン高値者 5名、Cr 高値者 4名、BUN高値者
3名、LDH高値者17名、CK高値者26名が存在した。また、
練 習 後 に TP、Alb、TC、HDL-C、FFA、Fe、K、Cr、
UA、BUN、筋逸脱酵素値、白血球数、好中球数、IgG が
有意に上昇し、Hb、TG、Mgが低下した。また、練習後
POMSの情緒混乱、疲労スコアが有意に上昇し、抑うつ、
緊張スコアが低下した。

【考　　　察】
安静時の身体的コンディションの特徴として糖質や脂質

の補充不足、電解質のアンバランス、鉄欠乏性のスポーツ
貧血、過度の体組織蛋白の異化の亢進、慢性的筋疲労の蓄
積、免疫予備能力の低下を呈する者の存在が明らかとなっ
た。一方、一過性の練習による身体・精神コンディション
への影響では、練習後に脱水、エネルギー代謝の亢進や筋
組織の変性、損傷による体組織蛋白の異化、脂質代謝の亢
進、発汗の亢進に伴う電解質の一部の喪失、脱水に伴う腎
機能の低下、ストレス反応、炎症反応の亢進、精神的疲労
の発現等がみられることが明らかとなった。

【ま　と　め】
以上より、大学女子バレーボール選手の通常トレーニン

グ期の健康、身体コンディションの問題点として不適切な
休養、栄養の継続に起因したオーバートレーニング症候群
の一部が発現している可能性が示唆された。また、一過性
のトレーニングがオーバーリーチングを引く起こす程の強
度負荷で実施されている可能性が示唆された。さらに、一
過性の運動によるオーバーリーチングが活動後の休養、栄
養によってその都度、適切に回復されず、これが持続する
ことによりオーバートレーニング症候群が誘発される要因
となっている可能性が示唆された。

大学女子バレーボール選手における通常トレーニングが
身体的・精神的疲労の出現に及ぼす影響

○梅田 孝，金子 美由紀，亀山 紘美，神田 翔太
名城大学薬学部

キーワード：大学女子バレーボール選手，血液生化学検査，POMS

安静時の筋逸脱酵素値の状況と練習前後の変化

安静時の免疫関連指標の状況と練習前後の変化
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【背景と目的】
我々は先行研究において、好中球の機能変動を観察する
ことで競技選手における運動に伴う免疫学的な疲労を貪食
能（phagocytic activity：PA）および異物投与前（貪食
前）のROS（basal reactive oxygen species: BROS）の好
中球 2機能の挙動により競技選手のコンディションを評価
できる可能性を報告してきた。しかし、通常の練習では様々
な挙動パターンの亜型が観察されている。このため普段の
コンディションを把握するためには、これら 2機能（PA、
BROS 産生量）の挙動の把握だけでは不十分と考えられた。
本研究では大学女子バレーボール選手を対象に、通常
練習時の筋疲労状況を creatine kinase（CK）により評価
し、筋疲労レベルと好中球 3機能（PA、BROS、SROS：
stimulated reactive oxygen species production）の関係に
ついて調査・検討し、これら 3機能の筋疲労の評価指標と
して有効性を検討した。

【対象及び方法】
対象者は、K大学女子バレーボール部の部員 26 名であっ
た。
本対象者は練習時の CK変化量の 3分位により、軽度、
中等度、高度CK変化量群に区分した。
CK変化量の 3群間における測定値の比較は一元配置分
散分析を用いた。各群における好中球機能とCK変化率お
よび変化量の相関関係については、Pearson の順位相関係
数により評価した。

【結　　　果】
3 群すべてにおいて、CK値は練習後有意に上昇した。
好中球の PAは 3群すべてにおいて、練習前に比べ練習後
に有意に低下した。BROS 産生量は 3群すべてにおいて変
化はみられなかった。SROS 産生量は軽度 CK変化量群お
よび中等度CK変化量群において練習前に比べ練習後有意
に上昇したが、高度CK変化量群において変化はみられな
かった。SROS 産生量は軽度および中等度 CK変化量群に
おいて練習前に比べ練習後有意に上昇したが、高度CK変
化量群においては変化がみられなかった。
一方、軽度 CK変化量群において、CK変化量と SROS
変化量およびBROS変化量の間に相関傾向がみられた。

　

【考察と結論】
我々は練習時のCK値から対象を軽度、中等度、高度の
CK変化量群に分け、筋疲労レベルの上昇に伴う好中球機
能 3機能の変動を検討した。
その結果、3群すべてにおいて、BROS 産生量は練習前
後で有意な変化を示さず、PAについては低下し、ほぼ同
様の変動しかみられなかった。しかし、SROS 産生量につ
いては軽度および中等度のCK変化量群では上昇を示した
が、高度CK変化量群において不変であった。
好中球は ROS を常時産生しているが，異物反応時はそ
の産生が急増し，これにより異物を殺菌破壊する。SROS
産生量は異物反応時の ROS 産生量であり、その低下は易
感染性を招く可能性が推測される。したがって、高度 CK
変化量群では練習前後で異物処理に必要な ROS 産生量が
不足した可能性が考えられた。高度CK変化量群の練習前
CK値は平均 837.8IU/L と高値であり、このような高度の
筋疲労レベルの場合には SROS 産生量が上がらなくなる
ことが示唆された。
以上より、これまで好中球の BROS 産生量と PAの 2
機能により競技スポーツ選手の運動時のコンディションを
把握してきたが、これにSROS産生量を加えることにより、
より詳細な把握が可能になると考えられた。

好中球機能と筋疲労との関係
－大学女子バレーボール選手での検討－

○金子 美由紀，神田 翔太，亀山 紘美，梅田 孝
名城大学薬学部

キーワード：筋疲労，好中球機能,貪食量，貪食時ROS産生量，異物投与前ROS産生量

好中球機能の変化
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【背　　　景】
バレーボール選手で一過性の高強度トレーニング後に脱

水を呈することを報告しているが、これを含めバレーボー
ル選手に関する内科的スポーツ医科学領域の先行研究は少
ない。そのなかで、他競技のアスリートで実施される一過
性の高強度トレーニングと免疫機能の関連を調査した研究
はみられるが、バレーボール選手における一過性のトレー
ニングと免疫機能の関連を調査した研究はみられない。

【目　　　的】
大学女子バレーボール選手を対象に、一過性の高強度ト

レーニングによる脱水が免疫機能に及ぼす影響を筋逸脱酵
素値、好中球機能から検討すること。

【方　　　法】
対象者は大学バレーボール部に所属する女子選手 26

名であった。このうち、練習前後の Hb、Hct 値を用い
Plasma volume の比（PV比）を求め、練習後に体重が減
少するともにPV比1未満となった者5名を“高度脱水群”、
PV比1以上で体重のみが減少した者21名を“軽度脱水群”
と区分した。調査は 2時間 30 分の練習を実施させ、それ
らの練習後の変化を両群で比較した。調査項目は身体組
成値、Hb、Hct 値、白血球数、好中球数、免疫グロブリ
ン、補体、筋逸脱酵素値、血清オプソニン化活性、好中球
ROS産生能、貪食能、血清 SOD活性であった。

【結　　　果】
両群で全ての筋逸脱酵素値が練習後有意に上昇した（軽

度脱水群はすべて p<0.01、高度脱水群はすべて p<0.05）。
また、高度脱水群のALTの上昇が軽度脱水群より有意に
大きかった（p<0.05）。
両群ともに好中球数が練習後有意に上昇した（軽度脱水

群 p<0.01、高度脱水群 p<0.05）。
血清オプソニン化活性（LmCL・AUC）は、高度脱水

群のみ練習後有意に減少した（p<0.05）。

【考　　　察】
本結果では両群で全ての筋逸脱酵素値が練習後有意に上

昇し、本研究で負荷した練習により筋組織が変性、損傷し

たことが示唆された。また、ALTの変化量が軽度脱水群
に比して高度脱水群で有意に高く、筋組織の変性、損傷が
高度脱水群でより顕著であったことが示唆された。
一方、筋組織の変性、損傷がより顕著となった高度脱

水群のみにおいて練習後血清オプソニン化活性（LmCL・
AUC）が有意に低下したことは、同群でこれに由来する
身体疲労の影響をより強く受けていたことによるものと考
えられた。
一方、本結果では両群とも、ROS産生量の増加かつ PA

の低下という、我々の先行研究で報告した “適応の許容範
囲内 ”の一過性の運動負荷でみられる典型的なパターンを
示したが、その傾向は軽度脱水群で顕著であった。その理
由のひとつとして、筋の損傷がより軽度であった軽度脱水
群では、運動による好中球の活性化が高度脱水群よりも早
期に終息し、その結果運動前以下まで低下した（PAの有
意な低下）可能性が示唆された。

【ま　と　め】
以上の結果より、大学女子バレーボール選手が通常ト

レーニングを行った場合、同じ強度のトレーニングをして
も、脱水による血液中の水分喪失が大きい者ほど、ストレ
ス反応及び筋組織の変性、損傷とこれに由来する炎症反応
が高度となり、トレーニングによる生体負荷が大きくなる
可能性が示唆された。また、これに伴い高度な脱水がみら
れる者ほど酸化ストレスへの暴露が長時間になる可能性が
示唆された。

女子バレーボール選手におけるトレーニングによる脱水が
筋組織及び免疫機能に及ぼす影響について

○神田 翔太，金子 美由紀，亀山 紘美，梅田 孝
名城大学薬学部

キーワード：女子バレーボール選手，筋逸脱酵素，好中球機能

練習前後の筋逸脱酵素値の変化
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高校生バレーボール選手を対象とした下肢の傷害調査

○藤井 壮浩1)，一関 侃2)，宮崎 誠司1)，小澤 翔3)

1)東海大学体育学部，2)東海大学大学院体育学研究科，3)東海大学スポーツ教育センター
キーワード：高校生，下肢，傷害，性差

【背景及び目的】
バレーボールに伴う頻回のジャンプは，繰り返す着地の
負荷による障害や，筋疲労から誘発される機能異常に起因
するような外傷・障害の発生率が高まることが考えられる．
特に女性は男性に比べて，Q-angle が大きく筋力が弱いこ
となど、様々な構造的・機能的な差異がある．この差は，
下肢の骨格を構成する骨や関節、そして運動を行うための
筋腱複合体やその付着部といった部位へのストレスを増大
させる要因となり、特に女性アスリートのコンディショニ
ングを行うにあたっての注意点となる .
独立行政法人日本スポーツ振興センター（以下，JSC）
による調査報告から学年，傷害部位や件数について知るこ
とは可能であるが，男女差は判別できず，さらに保険請求
（医療機関受診の件数）であり、潜在性に発生する障害ま
では把握できない．しかし、個人としてチームとしてより
良いパフォーマンスを出すためにはこれらの把握は重要な
課題となる．
そこで本研究は，下肢の外傷・障害（以下，傷害）発生
率が高い競技のひとつである高校生バレーボール選手に着
目し，男女での傷害発生頻度とその部位の違いを検証した．

【対象及び方法】
対象は，高校生のバレーボール選手 881 名（男性：326
名，女性 555 名）とし，下肢の傷害に関するアンケート調
査を行った．本研究における傷害の定義は「一週間以上練
習を休まなければいけない痛みのあるもの」とし，傷害部
位を，股関節，大腿部前面，大腿部後面，膝関節，脛部，
足関節，足底部，足趾，アキレス腱，その他の 10 項目に
分類し，傷害部位を調査した．
既往歴数からみる男女の傷害発生頻度の比較，傷害発生
部位の男女比較，本調査結果と JSC の災害共済給付制度
利用報告の比較を行った．なお，割合の比較はカイ二乗検
定を用い，有意水準を 5%未満とした .

【結果及び考察】
バレーボール競技は頻回のジャンプ動作を必要とする競
技特性上，下肢の傷害が多なるとともに，女性は身体的な
特徴から下肢傷害が多くなると予想したが，男女の傷害発

生頻度の比較では男性 34.2%, 女性 38.6% であり，統計的
に優位な差はみられなかった（表 1）．また，その傷害発
生部位は，男女ともに，膝関節，足関節の傷害が多く，男
女間の傷害発生頻度の比較では，男性は膝関節が，女性は
脛部の傷害の割合が有意に多かった（表 2）．
本調査において過去 1年間での傷害発生率は男女合わ
せて 29.1% で，JSC 災害共済給付制度の報告数と高体連バ
レーボール登録人口から導き出される男女バレーボール選
手の下肢の傷害発生率 6.8% と比較すると約 4倍にあたる
差がみられた（表 3）．この結果は，1週間の練習を休むほ
どの痛みは有しているが、実際には医療機関での治療を受
けていない潜在性の過労性障害を持つ高校生が多くいるこ
とがわかった．このことからジャンパー膝や疲労骨折、シ
ンスプリントなど潜在性過労傷害のバレーボール選手への
メディカルチェックの必要性と，これらの過労性障害の誘
因となる項目の分析が必要になると考える．

表1　既往歴数からみる男女の傷害発生頻度の比較

表2　傷害発生部位の男女比較

表3　本調査と JSC災害共済給付制度利用報告の比較


